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産業技術大学院大学 チュウバチ　ヨシヒデ
職

情報アーキテクチャ専攻

　本年度の研究では，産業技術大学院大学における情報アーキテクチャ専攻で現在実施している，あるいは，創造技術専
攻で来年度以降実施するPBL型教育に相応しい情報システムを構築するための研究を行った．この研究は，円滑なコミュニ
ケーションの実現という観点から，両専攻におけるPBL教育の効果向上をインフラストラクチャー整備により支援するため
に，どのようなシステムを導入するべきかを明らかにすることを狙ったものである．
　PBLにおいては，Project-Basedというその名が示すとおり，プロジェクトマネジメントが重要な要素になる．そこで，
学生が自らのプロジェクトをマネジメントするために，学生の活動を支援する適切なコミュニケーションツールが用意で
きれば，学生によるプロジェクトの実施がより円滑になる．そのための支援環境について調査したところ，プロジェクト
の計画をWBS（Work Breakdown Structure）により立案した後，その進捗状況を可視化するツールを導入することが相応し
いとの結論を得た．同時に，各種の成果物をネットワーク上で共有できる機能も必要となる．
　そこで，本研究者らはWBSによるプロジェクトマネジメントを行うことができるパッケージソフトをベースに，本学の
PBLにおいて必要となる機能について分析し，要求仕様を決定した．これに基づいた情報システムを本学のネットワーク環
境に試験的に導入し，評価を行った．その結果，本学のPBLへの適用における，第一段階としては十分な機能を備えている
ことが確認できた．このシステムは，次年度のPBLにおいて引き続き評価を行い，PBL型教育の質的な向上にどの程度寄与
するかについて明らかにしていく．
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酒森 潔：PMOの研究、産業技術大学院大学紀要、２００７年１０月
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